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～次世代へ　安心・安全な水の安定供給～
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企業団設立の経緯
　東総地域は、千葉県の北東部に位置し、利根川と九十九里浜にはさまれ、地勢は平たんで農
業と漁業が基幹産業であります。
　かつてこの地域では、銚子市と東庄町の一部に上水道が普及していましたが、他の地域は簡
易水道や井戸を利用していました。そのため、近年の生活水準の向上と地下水の枯渇現象や水
質面で飲料水として不適当なものが多いなど、生活用水の確保には困難をきわめてきました。
　そこで、利根川を水源とする近代的な水道を建設する必要性が高まってきましたが、これに
は巨額の資金を要するなど市町単独では実現が困難なため、関係市町が協力して「東総広域水
道計画」を策定し、その実現に努力してきました。
　ちょうどその頃、利根川から畑地にかんがい用水を引くための東総用水事業が計画されてい
ましたが、社会情勢の変化から、都市用水も含めた多目的事業として推進することになったた
め、「東総用水事業促進期成同盟」を結成し、事業の実現を図ってきました。
　その結果、東総用水事業が具体化し、水道は広域水道として、関係市町に対し水道用水の供
給を行うため、昭和４８年３月、「東総広域水道企業団」が設立されました。
　●昭和４８年３月１７日　�千葉県知事の許可により東総広域水道企業団設立
　●昭和４８年３月３１日　�厚生大臣より東総広域水道企業団水道用水供給事業が認可
　●昭和５６年９月２８日　�厚生大臣より東総広域水道企業団水道用水供給事業変更認可

（第１回）（取水地点の変更）
　●昭和５６年１０月１日　一部構成団体へ給水開始
　●平成２年１０月１日　全構成団体へ給水開始
　●平成１４年６月２８日　�厚生労働大臣より東総広域水道企業団水道用水供給事業変更認可

（第２回）（浄水処理方法の変更）
　●平成１８年３月３１日　�高度浄水処理施設の供用開始

企業団とは
水道事業など地方公営企業の経営に関する事務を
共同処理するものを地方公営企業法では企業団と
いい、県や市町村と同じ地方公共団体です。

事業のあらまし

機 構 図

構成団体 �
　銚子市、旭市、干潟町、東庄町、海上町および飯
岡町の２市４町でしたが、平成１７年７月１日からは
市町村合併により、銚子市、旭市、東庄町の２市１

町になりました。

水源 
　利根川水系に求め、黒部川総合開発事業（黒部川
の貯水池化）によって、新たに自流の水資源が開発
されるなかから日量４９，１００㎥（０．５６８㎥ ／Ｓ）、群馬
県の奈良俣ダムに日量１０，５５０㎥（０．１２２㎥ ／Ｓ）の配
分を受けています。

取水 �
　独立行政法人水資源開発機構の管理する東総用水
事業の施設である東庄揚水機場（農業用水と都市用
水の共同で設置する施設）に、黒部川から取水して

上水道分を笹川浄水場で受水しています。

浄水施設 
　粉末活性炭接触池、薬品混和池、フロック形成
池、薬品沈でん池、急速ろ過池、中間ポンプ棟、粒
状活性炭吸着槽及び浄水池です。浄水設備及び送水
設備は、中央監視制御設備によって運転管理され、
構成団体の配水場まで遠方監視制御システムにより

送水されています。

創設事業 �
　昭和４８年度から必要施設の建設を行い、昭和５６年
９月、主要施設のほとんどが完成し、同年１０月１日
より給水を開始しました。
　平成１６年度から、原水水質の悪化に対応するた
め、高度浄水処理整備事業に取り組み、平成１８年３
月３１日より供用を開始しました。

●計画目標年次：平成３２年度
●計画給水人口：８８，７００人
●計画１日最大給水量：４５，８００㎥
●計画１日最大取水量：６９，５００㎥（０．８０４㎥ ／Ｓ）
●工期：昭和４８年度から平成２７年度まで
●上記工期に対する総事業費：１５９億２００万円

議 会 企 業 長 監査委員

事務局長

総務課 浄水課

庶務係 経理係 工務係 浄水係 水質係
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水道の水ができるまで
　川の水が安全な飲み水になり、みなさんの家庭に届くまでには、
いろいろな施設を通ってきます。
　浄水場は、川の水を取り入れ、活性炭を使った高度浄水処理を加
えてきれいに処理し、消毒して送ります。
　いわば、安全な飲み水の製造工場です。
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■高度浄水処理施設

浄水場施設概要図
■高度処理について
　当企業団は、水源である黒部川の水
質が上流から汚濁物質や海水の遡上を
受けること、また黒部川の貯水池化に
伴い、窒素及びリンの増加に起因する
富栄養化現象により、異臭味の発生及
びトリハロメタン濃度の上昇等の水質
問題に苦慮していました。
　これらの水質問題に対処するため、
前段で粉末活性炭処理を行い、異臭味
及びトリハロメタン前駆物質を除去
し、さらに後段では、塩素との反応に
より生成したトリハロメタンを粒状活
性炭処理で吸着除去する「粉末活性炭
処理＋粒状活性炭処理（吸着活性炭）」
方式を導入しました。

粉末活性炭注入機棟

中間ポンプ棟 粉末活性炭接触池粒状活性炭吸着槽

高度浄水処理
 施設の概要

■高度浄水処理施設の概要
処理能力 ４９，４００㎥ ／ 日

粉末活性炭接触池

構造 鉄筋コンクリート造、密閉構造
形状 幅１．７ｍ×長さ28．９ｍ×有効水深４．３５ｍ×５水路×２池
形式 上下迂流式
接触時間 ６０分間

粉末活性炭注入設備

注入率 最大　５０㎎ ／ℓ、平均　2０㎎ ／ℓ
活性炭仕様 木質系（ＤＲＹ炭）
貯留槽の容量 22．７㎥×２槽
活性炭注入ポンプ ５2ℓ ／ 分×２台

中間ポンプ設備 水中渦巻き斜流ポンプ φ４００㎜×１９．8㎥ ／ 分×Ｈ１４ｍ×７５ｋｗ
ポンプ台数 ４台（常用２台、予備２台）

粒状活性炭吸着設備

構造 鉄筋コンクリート造、密閉構造
形状 幅４．５ｍ×長さ５．１ｍ×有効水深2．５５ｍ（１池）
形式 重力式下向流固定床
下部集水装置 自動逆洗用有孔ブロック
有効ろ過面積 22．９５㎡ ／ 池×８池（内予備２池）
空間速度（SV）・線速度（ＬＶ） ７１／ｈ・１５ｍ ／ｈ
活性炭層厚 2．2０ｍ
活性炭仕様 ヤシガラ炭（粒度：2．３６～０．５㎜　９５％以上）
洗浄方式 逆洗洗浄＋表面洗浄

注）銚子市は西部地域を主に対象としています。

凡　　例
供給区域
市 町 界
供給地点
送水管路

一之分目
揚排水機場

千葉県

旭　市

銚子市

東庄町

茨城県

黒部川貯水池

黒部川

東総用水笹川取水口
東総用水東庄揚水機場

東庄町新堀配水場
笹川浄水場

利根川河口堰

銚子市諸持町
受水配水場

東庄町水道小南配水場

旭市干潟配水場

旭市海上配水場

旭市旭配水場
旭市飯岡配水場

利　
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川

東総広域水道事業概要図

取水・導水施設概要図
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粉末活性炭注入機棟

中間ポンプ棟 粉末活性炭接触池粒状活性炭吸着槽

高度浄水処理
 施設の概要

■高度浄水処理施設の概要
処理能力 ４９，４００㎥ ／ 日

粉末活性炭接触池

構造 鉄筋コンクリート造、密閉構造
形状 幅１．７ｍ×長さ28．９ｍ×有効水深４．３５ｍ×５水路×２池
形式 上下迂流式
接触時間 ６０分間

粉末活性炭注入設備

注入率 最大　５０㎎ ／ℓ、平均　2０㎎ ／ℓ
活性炭仕様 木質系（ＤＲＹ炭）
貯留槽の容量 22．７㎥×２槽
活性炭注入ポンプ ５2ℓ ／ 分×２台

中間ポンプ設備 水中渦巻き斜流ポンプ φ４００㎜×１９．8㎥ ／ 分×Ｈ１４ｍ×７５ｋｗ
ポンプ台数 ４台（常用２台、予備２台）

粒状活性炭吸着設備

構造 鉄筋コンクリート造、密閉構造
形状 幅４．５ｍ×長さ５．１ｍ×有効水深2．５５ｍ（１池）
形式 重力式下向流固定床
下部集水装置 自動逆洗用有孔ブロック
有効ろ過面積 22．９５㎡ ／ 池×８池（内予備２池）
空間速度（SV）・線速度（ＬＶ） ７１／ｈ・１５ｍ ／ｈ
活性炭層厚 2．2０ｍ
活性炭仕様 ヤシガラ炭（粒度：2．３６～０．５㎜　９５％以上）
洗浄方式 逆洗洗浄＋表面洗浄

注）銚子市は西部地域を主に対象としています。

凡　　例
供給区域
市 町 界
供給地点
送水管路

一之分目
揚排水機場

千葉県

旭　市

銚子市

東庄町

茨城県

黒部川貯水池

黒部川

東総用水笹川取水口
東総用水東庄揚水機場

東庄町新堀配水場
笹川浄水場

利根川河口堰

銚子市諸持町
受水配水場

東庄町水道小南配水場

旭市干潟配水場

旭市海上配水場

旭市旭配水場
旭市飯岡配水場

利　
根　
川

東総広域水道事業概要図

取水・導水施設概要図



水源から取水口まで

茨城県

栃木県

千葉県

埼玉県

群馬県
導
水

利根川流域図
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～次世代へ　安心・安全な水の安定供給～

東総地域の水道東総地域の水道
奈良俣ダム 利根川と一之分目揚水機場

笹川取水口黒部川貯水池




